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認
知
症
の
人
の
介
護
に
つ
い
て
、悩
ん
で
い
ま
せ

ん
か
？
家
族
の
会
で
は「
つ
ど
い
」を
通
し
て
、日
々

の
介
護
の
悩
み
を
話
し
合
っ
た
り
、介
護
保
険
を
は

じ
め
と
し
て
介
護
に
役
立
つ
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
情

報
交
換
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。認
知
症
の
人

を
介
護
す
る
も
の
同
士
、家
族
や
友
人
、近
所
の
人

に
も
な
か
な
か
話
せ
な
い
思
い
を
語
り
、一
緒
に
明

日
の
介
護
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

と�

　
き　

平
成
22
年
４
月
17
日（
土
）午
後
１
時
30

分
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

荒
尾
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

資
料
・
茶
菓
子
代
と
し
て

　
（
一
般
の
人
）５
０
０
円　
（
会
員
の
人
）無
料

　

ご
家
族
の
人
が
対
象
で
す
が
、そ
れ
以
外
で
参
加

希
望
の
人
は
、予
め
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
「
家
族
の
会
」熊
本
県
支
部
事
務
局

　

☎
０
９
６
・
２
２
３
・
０
８
２
５

　

ミ
ツ
バ
チ
は
、採
蜜
は
も
と
よ
り
果
樹
類
や
い
ち

ご
、メ
ロ
ン
、す
い
か
な
ど
の
園
芸
作
物
の
花
粉
交
配

に
は
不
可
欠
で
、農
業
で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
期
を
迎
え
ま
す

が
、こ
の
時
期
の
農
薬
散
布
に
あ
た
っ
て
は
、次
の
３

点
に
留
意
し
ミ
ツ
バ
チ
の
大
量
死
亡
事
故
が
起
き

な
い
よ
う
以
下
の
点
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■�

農
薬
ラ
ベ
ル
の
使
用
上
の
注
意
事
項
を
よ
く
確

認
し
、ミ
ツ
バ
チ
に
影
響
の
あ
る
薬
剤
を
使
用
す

る
場
合
は
特
に
注
意
す
る
。

■�

近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
計
画
な

ど
事
前
に
情
報
交
換
す
る
。

■�

防
除
時
は
、ほ
場
周
辺
を
十
分
確
認
し
ミ
ツ
バ

チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、注
意
す

る
。

問
い
合
わ
せ
先
　

　

熊
本
県
農
業
技
術
課　

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
３
８
１

　

畜
産
課　

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
４
０
１

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、野
鳥
の
美
し
い
さ
え
ず
り

を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

野
鳥
は
、こ
れ
か
ら
夏
頃
に
か
け
繁
殖
期
に
入

り
、ヒ
ナ
を
育
て
る
た
め
に
盛
ん
に
活
動
し
ま
す
。

巣
立
ち
し
た
ば
か
り
の
ヒ
ナ
は
う
ま
く
飛
べ
ず
に
巣

か
ら
落
ち
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、必
ず
親
鳥

が
世
話
を
し
ま
す
。人
が
近
く
に
い
る
と
親
鳥
が
近

づ
け
ま
せ
ん
の
で
、落
ち
て
い
る
ヒ
ナ
は
拾
わ
ず
に

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、熊
本
県
で
は
、５
月
10
日
か
ら
６
月
９
日

ま
で
を
野
鳥
保
護
指
導
の
取
締
強
化
月
間
と
定

め
、県
民
の
皆
様
に
野
鳥
保
護
へ
の
御
理
解
と
野
鳥

の
違
法
捕
獲
等
の
防
止
に
つ
い
て
呼
び
か
け
を
強
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

野
鳥
保
護
に
つ
い
て
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、財
団
法
人
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
で
は
、自

然
保
護
思
想
を
普
及
す
る
た
め
に
、今
年
も「
ヒ
ナ

を
拾
わ
な
い
で
!!
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、是
非
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
玉
名
地
域
振
興
局
林
務
課

　

☎
０
９
６
８
・
７
４
・
２
１
３
８

　

熊
本
県
自
然
保
護
課　

野
生
鳥
獣
班　

　

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
２
７
５

　

国
土
交
通
省
菊
池
川
河
川
事
務
所
で
は
、年
２

回
菊
池
川
の
堤
防
の
除
草
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
除
草
で
は
、大
量
の
刈
草
が
発
生
し
ま
す

が
、環
境
へ
の
影
響
を
考
え
、野
焼
き
を
減
ら
し
有

効
な
資
源
と
し
て
刈
草
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

敷
き
ワ
ラ
や
堆
肥
な
ど
に
有
効
利
用
し
て
頂
け

る
人
に
無
料
で
刈
草
を
提
供
し
ま
す
。

刈
草
を
提
供
で
き
る
時
期

　

１
回
目
…
６
月
上
旬
～
８
月
上
旬

　

２
回
目
…
９
月
下
旬
～
11
月
下
旬

※�

希
望
が
あ
れ
ば
、希
望
者
ご
本
人
に
よ
る
除
草
も

可
能
で
す
。

刈
草
発
生
量　

約
１
，０
０
０
ト
ン（
２
回
の
除
草

合
計
）

主
な
用
途　

敷
き
ワ
ラ
、堆
肥
、牛
の
え
さ
な
ど

※
ご
利
用
に
な
る
人
へ

　

①�

原
則
と
し
て
、除
草
場
所
の
近
く
ま
で
取
り
に

来
て
頂
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

②�

刈
草
に
は
ゴ
ミ
な
ど
の
不
純
物
が
少
々
混
じ
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

③�

希
望
者
が
多
い
場
合
は
、ご
希
望
の
量
を
確
保

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

④�

刈
草
の
転
売
を
目
的
と
さ
れ
る
場
合
は
、引

取
を
お
断
り
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　

平
成
22
年
５
月
31
日（
月
）

　

刈
草
の
提
供
先
や
量
の
調
整
の
た
め
、１
回
目
の

刈
草
分
の
受
付
は
５
月
31
日（
月
）ま
で
で
一
度
締

め
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
が
、問
い
合
わ
せ
は
随
時
受

け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

国
土
交
通
省 

菊
池
川
河
川
事
務
所 

玉
名
出
張
所

☎
０
９
６
８
・
７
４
・
３
１
７
５

訓
練
科
目
・
人
員

　

◦
木
造
建
築
科　

20
人

　

◦
左
官
、タ
イ
ル
施
工
科　

20
人

訓
練
期
間　

い
ず
れ
の
科
目
と
も
３
ヶ
年

訓
練
日
　
毎
週
木
曜
日（
週
１
回
）

資
　
格
　
年
齢
、学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

特�

　
典
　
事
業
所
で
働
き
給
与
を
う
け
な
が
ら
、訓

練
校
で
学
び
知
識
や
技
能
を
修
得
で
き
る
こ
と
。

締
　
切　

４
月
30
日（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

　

玉
名
高
等
職
業
訓
練
校

　

☎
０
９
６
８
・
７
４
・
３
６
２
８（
木
曜
日
の
み
）

　

☎
０
９
６
８
・
７
２
・
４
６
２
６（
木
曜
日
以
外
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
み
な
さ
ん

一
緒
に
明
日
の
介
護
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止
に
つ
い
て

刈
草
を
差
し
上
げ
ま
す
。

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

平
成
22
年
度

玉
名
職
業
訓
練
生
募
集
に
つ
い
て

繁
殖
期
に
お
け
る
野
鳥
の
保
護
及
び

野
鳥
保
護
指
導
の
取
締
強
化
月
間
に
つ
い
て
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Close
Up1

　

今
回
、和
水
町
ふ
れ
あ
い
会

館
を
会
場
に「
え
び
ね
蘭
」展

及
び
品
評
会
を
行
い
ま
す
。和

水
町
の
み
な
さ
ん
、春
の
ひ
と

と
き
を
是
非
鑑
賞
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。会
員
一
同
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と
　
き　

４
月
24
日（
土
）～
25
日（
日
）

と
こ
ろ　

和
水
町
ふ
れ
あ
い
会
館

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

え
び
ね
連
合
会
事
務
局　

見
嵜

　

☎
０
９
６
・
３
５
２
・
７
４
５
６

　

３
月
２
日
吉
日
、旧
第
２
清

掃
セ
ン
タ
ー
の
施
設
解
体
に

伴
い
安
全
祈
願
祭
を
執
り
行

い
、坂
梨
町
長
並
び
に
周
辺
地

区
区
長
さ
ん
も
出
席
さ
れ
、工

事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、昭
和
62
年
か

ら
22
年
間
に
わ
た
り
和
水
町
・
南
関
町
の
生
活
環
境

の
保
全
に
大
き
な
一
翼
を
担
っ
て
運
営
さ
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
広
域
化
計
画
の
循
環
型
社
会
形
成
推

進
交
付
金
事
業
に
よ
り
２
ヶ
年
の
継
続
事
業
で
解
体

さ
れ
、そ
の
目
的
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
、跡
地
に
つ
い
て
は
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ

ブ
の
提
供
品
の
保
管
庫
が
建
築
さ
れ
、抽
選
会
の
開

催
等
を
通
じ
て
、地
域
に
よ
り
密
着
し
た
関
係
を
維

持
し
、皆
様
に
身
近
な
行
政
で
あ
る
よ
う
一
層
の
努

力
を
傾
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
４
回
熊
本
県

え
び
ね
連
合
会
展
の
開
催
に
つ
い
て

安
全
祈
願
祭

愛犬は愛情と責任をもって飼いましょう！！
　平成22年度の犬の登録と狂犬病予防集

合注射を右記の日程で実施します。

　登録・注射の対象は、生後3ヶ月以上の

犬です。また、新しく犬を飼われた人は必ず

登録をしてください。なお、狂犬病予防注射

は動物病院でも受けることが出来ます。

◆会場には必ず犬を制御できる人がお連れください。

◆�上記以外にも10月頃に〔漏れ分の集合注射（菊水・三加和1ヶ所ずつ）〕

及び11月頃に〔獣医師の巡回による予防注射（注射料の他に別途巡回

料が必要）〕を実施予定です。

  問い合わせ先　本庁 税務住民課 生活環境係（内線511）／総合支所 税務住民課 生活環境係（内線753）

集合注射費用
3,000円

※�登録を済ませて
いない場合、登
録手数料として
別途3,000円必
要となります。

登録・注射日程 受付時間 実施場所
平成22年
4月17日（土）
＜三加和地区＞

��9：00～10：30 三加和総合支所裏車庫前
11：00～12：00 中和仁　旧松尾商店前
13：30～15：00 春富集会センター

4月18日（日）
＜三加和地区＞

��9：30～10：30 中十町　農業研修施設
11：00～12：00 大田黒　旧宮本商店前
13：30～15：00 津田　神崎歯科横

5月15日（土）
＜菊水地区＞

��9：00～10：30 内田公民館
11：00～12：00 前原公民館
13：30～15：00 用木公民館

5月16日（日）
＜菊水地区＞

��9：00～10：00 本村公民館
10：30～12：00 竃門公民館
13：30～15：00 本庁役場裏車庫

Close
Up2 第8回 里山美術展開催のお知らせ
○と　き　�5月1日（土）～5日（水）　午前9時～午後5時

（最終日は午後4時まで）

○ところ　�肥後民家村一帯

○内　容　�絵画の展示や草木染、竹細工などの体験、物

産の販売及び里山レストランなどイベント盛り

だくさんです。また、昨年に引き続き古代土器

作りやそれを使った古代米炊飯体験も行いま

す。

　　　　　�　木工館裏の野ばらも見頃です。ぜひみなさ

んお出で下さい。

  問い合わせ先　里山楽縁企画　☎０９０・３７３４・５９７０（西丸まで）

21 ‖　広 報 な ご み 平成 22 年 4 月　‖


